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(57)【要約】
【課題】水不存在下で形成された両親媒性物質会合体からなる新規な液状組成物、および
これを水で希釈して使用性に優れた透明乃至半透明な水性組成物を提供する。
【解決手段】（ａ）大豆リン脂質、ポリオキシエチレンフィトステロール、塩化ジステア
リルジメチルアンモニウムの中から選ばれる１種または２種以上の両親媒性物質と、（ｂ
）グリセリンと、（ｃ）グリコール類からなり、６０～８０℃の温度において両親媒性物
質会合体を形成保持してなる液状組成物、および該水性組成物を水で希釈してなる透明乃
至半透明な水性組成物。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）大豆リン脂質、ポリオキシエチレンフィトステロール、塩化ジステアリルジメチ
ルアンモニウムの中から選ばれる１種または２種以上の両親媒性物質と、（ｂ）グリセリ
ンと、（ｃ）グリコール類からなり、６０～８０℃の温度において両親媒性物質会合体を
形成保持してなる液状組成物。
【請求項２】
　（ｃ）成分が１，３－ブチレングリコールおよび／またはジプロピレングリコールであ
る、請求項１記載の液状組成物。
【請求項３】
　（ｂ）成分／（ｃ）成分（質量比）が２０／１～１／１０である、請求項１または２記
載の液状組成物。
【請求項４】
　さらに（ｄ）ワセリン、セラミド、炭素原子数１６～２２の高級アルコール、水添ポリ
ブテンの中から選ばれる１種または２種以上の油分を、（ａ）成分に対して３／５以下（
質量比）の割合で含む、請求項１～３のいずれか１項に記載の液状組成物。
【請求項５】
　請求項１～４記載の液状組成物を水で希釈してなる、透明乃至半透明な水性組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、両親媒性物質会合体を形成保持した液状組成物、および該液状組成物を水で
希釈してなる透明乃至半透明な水性化粧料組成物に関する。液状組成物は洗浄剤（例えば
工業設備用品洗浄剤等）として、水性組成物は使用性（なめらかさ）に優れる皮膚外用剤
として、それぞれ適用され得る。
【背景技術】
【０００２】
　従来、界面活性剤等の両親媒性物質が水中で会合体（例えば、リポソーム、ミセル、ラ
メラ等）を形成することが知られており、これを利用した化粧料等も提案されている。例
えば特許文献１では常温で液体の高級アルコール／高級脂肪酸と、非イオン性親水性界面
活性剤と、水溶性二価アルコールと、水を混合してラメラ液晶相を形成すること、および
、該ラメラ液晶相を水溶性溶媒で希釈して皮膚外用剤とすることが記載されている。しか
し該特許文献１の皮膚外用剤は、ラメラ液晶相形成に液状油分を用いているため、油っぽ
い使用感となり、これを解消するためにワセリン等の半固形～固形油分を配合しようとし
ても、それらが析出してしまうという問題がある。
【０００３】
　このように、従来は水存在下での両親媒性物質会合体の形成は知られているが、水不存
在下における両親媒性物質会合体の形成については、本発明者らが知る限りにおいて、こ
れまで知られていなかった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－１２０８５７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明者らは、特定の両性媒性物質を、グリセリンおよび二価アルコールと併用するこ
とによって、水不存在下であっても会合体（リポソーム、ミセル、ラメラ等）を形成する
ことができることを見出した。水よりもグリセリン、二価アルコールのほうが界面張力を
低下させるので、このような条件下で形成された両親媒性物質会合体は、水存在下で形成
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されたものに比べ油分等の洗浄力に優れると考えられる。またこのようにして得られた両
親媒性物質会合体は乳化しやすく、水で希釈することで容易に水性組成物（エマルジョン
）を製造することができるが、この水性組成物が、透明乃至半透明を呈し、使用性（なめ
らかさ）に優れることから、皮膚外用剤に好適に用いられる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　すなわち本発明は、（ａ）大豆リン脂質、ポリオキシエチレンフィトステロール、塩化
ジステアリルジメチルアンモニウムの中から選ばれる１種または２種以上の両親媒性物質
と、（ｂ）グリセリンと、（ｃ）グリコール類からなり、６０～８０℃の温度において両
親媒性物質会合体を形成保持してなる液状組成物を提供する。
【０００７】
　また本発明は、（ｃ）成分が１，３－ブチレングリコールおよび／またはジプロピレン
グリコールである、上記液状組成物を提供する。
【０００８】
　また本発明は、（ｂ）成分／（ｃ）成分（質量比）が２０／１～１／１０である、上記
液状組成物を提供する。
【０００９】
　また本発明は、さらに（ｄ）ワセリン、セラミド、炭素原子数１６～２２の高級アルコ
ール、水添ポリブテンの中から選ばれる１種または２種以上の油分を、（ａ）成分に対し
て３／５以下（質量比）の割合で含む、上記液状組成物を提供する。
【００１０】
　また本発明は、上記液状組成物を水で希釈してなる、透明乃至半透明な水性組成物を提
供する。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明により、水不存在下で形成された新規な両親媒性物質会合体からなる液状組成物
が提供される。該液状組成物は、水に比べ界面張力を低下させるので油分に対する洗浄力
に優れる。またこれを用いて、水に希釈することで、使用性に優れた透明乃至半透明な水
性組成物が提供される。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明について詳述する。なお以下において、ＰＯＥはポリオキシエチレンを示
す。
【００１３】
＜液状組成物＞
　本発明の液状物質は、（ａ）大豆リン脂質、ポリオキシエチレンフィトステロール、塩
化ジステアリルジメチルアンモニウムの中から選ばれる１種または２種以上の両親媒性物
質と、（ｂ）グリセリンと、（ｃ）グリコール類からなり、６０～８０℃の温度において
両親媒性物質会合体を形成保持してなるものである。
【００１４】
　［（ａ）成分］
　大豆リン脂質はグリセロールを基本骨格とするグリセロリン脂質が主成分をなす。グリ
セロリン脂質としては、具体的にはホスファチジルコリン、ホスファチジルエタノールア
ミン、ホスファチジルセリン、ホスファチジルイノシトール、ホスファチジルグリセロー
ル等が例示される。
【００１５】
　ポリオキシエチレンフィトステロールは、エチレンオキシド付加モル数が５～３５、特
には１０～３０、程度のものが好ましく用いられる。市販品として、ＰＯＥ（１０）フィ
トステロールである「ニッコールＢＰＳ－１０」（日本サーファクタント（株）製）等が
挙げられる。
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【００１６】
　塩化ジステアリルジメチルアンモニウムはカチオン界面活性剤で、「カチオンＤＳＶ」
（三洋化成（株）製）等として市販されている。
【００１７】
　（ａ）成分の配合量は、液状組成物全量中に０．５～２０質量％が好ましく、より好ま
しくは１～１０質量％である。（ａ）成分の配合量が低すぎると洗浄効果が低くなりがち
であり、一方、多すぎると結晶化し不安定となりがちである。
【００１８】
　［（ｂ）］成分
　グリセリンを用いる。
【００１９】
　［（ｃ）］成分
　グリコール類としては、一般に化粧料に用いられ得るものであれば特に限定されるもの
でなく、例えば１，３－ブチレングリコール、ジプロピレングリコール、ポリエチレング
リコール、エチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、１，
２－プロピレングリコール、１，３-プロピレングリコール、イソプレングリコール、１
，４-ブチレングリコール、ネオペンチルグリコール、１，２－ペンタンジオール、１，
５－ペンタンジオール、１，６－ヘキサンジオール、１，４－シクロヘキサンジメタノー
ル、ポリプロピレングリコール、ポリテトラメチレングリコール等が挙げられる。中でも
１，３－ブチレングリコール、ジプロピレングリコール等が特に好ましく用いられる。（
ｃ）成分は１種または２種以上を用いることができる。
【００２０】
　上記（ｂ）成分、（ｃ）成分の配合量は、液状組成物全量中に、（ｂ）成分／（ｃ）成
分＝２０／１～１／１０（質量比）の割合で配合するのが好ましく、より好ましくは８／
２～４／６である。（ｂ）成分と（ｃ）成分の配合割合を上記範囲内とすることにより、
より界面張力を低い状態にすることができる。
【００２１】
　本発明では上記（ａ）～（ｃ）成分の他に、特に、液状組成物を水で希釈して得られる
液状組成物（後述）のなめらかさ付与等の点から、所望によりさらに（ｄ）成分として、
ワセリン、セラミド、炭素原子数１６～２２の高級アルコール、水添ポリブテンの中から
選ばれる１種または２種以上の油分を配合してもよい。（ｄ）成分を配合する場合、（ａ
）成分に対して３／５以下（質量比）の割合で配合するのが安定性の点から好ましい。よ
り好ましくは１／４以下（質量比）である。（ｄ）成分の配合量が多すぎると凝集するな
ど不安定となりがちで、好ましくない。
【００２２】
　本発明では、上記（ａ）～（ｃ）成分、あるいは（ａ）～（ｄ）成分を混合し、６０～
８０℃に加熱し溶解させる。この６０～８０℃の状態において、（ａ）成分が会合体を形
成することが確認された。会合体としては、リポソーム、ミセル、ラメラ等が挙げられる
。これら会合体を形成したかどうかは、偏光顕微鏡等による観察など、常法により確認す
ることができる。
【００２３】
　このように本発明では、水を添加することなく、（ｂ）成分、（ｃ）成分の存在下で、
特定の両親媒性物質である（ａ）成分が、６０～８０℃の温度下において会合体を形成す
る。（ｂ）成分、（ｃ）成分は水に比べ界面張力を低下させることから、該会合体からな
る液状組成物は、油分等の洗浄に好適に適用され得る。この液状組成物を、６０～８０℃
で維持した状態で、洗浄剤として適用可能性が考えられる。洗浄剤としては、例えば高温
での使用対応可能な、製造工場の備品洗浄等、工業用途が考えられる。
【００２４】
＜透明乃至半透明な水性組成物＞
　本発明では、上記６０～８０℃の会合体を、水で希釈することにより、透明乃至半透明
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成するものが好ましい。水による希釈は、得られる水性組成物全量１００質量％中に液状
組成物が５～３０質量％の配合割合になるよう、希釈するのが好ましい。これにより、両
親媒性物質会合体からなる液状組成物は冷却され、水中で容易に乳化分散されて、透明乃
至半透明な液状組成物となる。該水性組成物は、特になめらかさの点において優れ、皮膚
外用剤等として適用される。
【００２５】
　ここで「透明乃至半透明」とは、透明性の指標であるＬ値が４０以上であるものが好ま
しい。「Ｌ値」は色差計〔例えば、COLOR-EYE 7000A（Gretag Macbeth社製）〕等で測定
することができる。Ｌ値は１００に近いほど透明度が高い。
【００２６】
　また本発明の液状組成物では、乳化粒子径が３００ｎｍ以下の微粒子径が好ましく、よ
り好ましくは１５０ｎｍ以下である。
【００２７】
　本発明の透明乃至半透明な水性組成物には、本発明の効果を損なわない範囲で、上記成
分のほかに、通常化粧料に基剤として配合される保湿剤、粉末成分、水溶性高分子（天然
、半合成、合成）、増粘剤、紫外線吸収剤、金属イオン封鎖剤、低級アルコール（エタノ
ール等）、糖類（単糖、オリゴ糖、多糖）、有機アミン、ｐＨ調整剤、ビタミン類、酸化
防止剤、酸化防止助剤、その他の配合可能成分等を、必要に応じて適宜配合することがで
きる。ただしこれら例示に限定されるものでない。
【００２８】
　また、油分についても液状油分、個体油脂、ロウ類等を本発明の効果を損なわない範囲
で、上記成分の他に適宜配合することができる。ただしこれら例示に限定されるものでな
い。これら油分は（ｄ）成分の５０質量％以下であることが望ましい。
【００２９】
　本発明の液状組成物を皮膚外用剤として適用する場合、その剤型は、皮膚に適用可能で
あれば特に限定されるものでないが、化粧水、ローション、シート状基剤に含浸させる含
浸液等が挙げられる。
【実施例】
【００３０】
　以下に実施例を挙げて本発明をさらに具体的に説明するが、本発明はこれによってなん
ら限定されるものではない。配合量は特記しない限りすべて質量％である。
【００３１】
１．両親媒性物質会合体からなる水性組成物
　［６０～８０℃での状態］
　試料（６０～８０℃）を目視および偏光の照射により異方性の有無を観察し、下記評価
基準により評価した。
（評価基準）
◎：試料全体がラメラ相（異方性あり）を呈していた
○：試料全体がリポソームまたはミセル相（異方性なし）を呈していた
×：分離した
【００３２】
　（比較例１～５、実施例１～１５）
　下記表１～３に示す試料を製造した。すなわち表１～３に示す全成分を混合し、６０～
８０℃に加熱して溶解し、試料を得た。得られた試料（６０～８０℃）の状態（外観）を
目視観察および偏光によって異方性の有無を確認し、上記評価基準に基づき評価した。結
果を表１～３に示す。
【００３３】
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【００３４】
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【表２】

【００３５】
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【表３】

【００３６】
２．透明乃至半透明な液状組成物
　［外観判定］
　調製直後の試料を、目視より透明乃至半透明な外観を呈するかどうか、下記評価基準に
より評価した。
（評価基準）
○：透明～半透明な外観を呈していた
×：白濁または分離していた
【００３７】
　［透明性（Ｌ値）］
　分光光度計（サカタインクエンジニアリング（株））製を用いて、室温にてＬ値を測定
した。コントロールとして蒸留水の透明度を１００として、４０～９８未満の範囲のもの
を半透明、９８～９９．５未満の範囲のものを透明、９９．５～１００の範囲のものを極
めて透明と判定した。
【００３８】
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　動的光散乱法（ゼータサイザーＮａｎｏ－ＺＳ：Malvern Instruments社製）により測
定した。
【００３９】
　［使用感触（なめらかさ）］
　女性パネル（１０名）に試料を実際に皮膚に適用して使用してもらい、使用感（なめら
かさ）について、下記評価基準により評価した。
＜評価点＞
５点：非常になめらかである
４点：なめらかである
３点：普通（どちらともいえない）
２点：ややなめらかでない
１点：なめらかでない
＜評価基準＞
◎：評価点合計が４０点以上
○：評価点合計が３０点以上４０点未満
×：評価点合計が３０点未満
【００４０】
　（比較例６～７、実施例１６～１９）
　下記表４に示す試料を製造した。すなわち表４に示す水以外の成分を混合し、６０～８
０℃に加熱して溶解した後、水を添加して試料を得た。得られた試料（２５～４０℃）に
ついて上記評価基準に基づき評価した。結果を表４に示す。
【００４１】
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【表４】

【００４２】
　以下にさらに処方例を示す。
【００４３】
　（処方例１：化粧水）
　（配　合　成　分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（質量％）
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
クエン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
ＥＤＴＡ－２ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
ダイナマイトグリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　６
水素添加大豆リン脂質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３
（「ＣＯＡＴＳＯＭＥ　ＮＣ－６１」；日本油脂（株）製）
ワセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０６
エリスリトール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１



(11) JP 2012-201677 A 2012.10.22

10

20

30

40

50

フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
香料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０１
【００４４】
　（処方例２：化粧水）
　（配　合　成　分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（質量％）
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
クエン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
ＥＤＴＡ－３ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
ダイナマイトグリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　７
ジプロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　５
水素添加大豆リン脂質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（「ＣＯＡＴＳＯＭＥ　ＮＣ－２１」；日本油脂（株）製）
水添ポリブテン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
イソステアリルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０２
ポリエチレングリコール４００　　　　　　　　　　　　　　　１
フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
【００４５】
　（処方例３：保湿美容液）
　（配　合　成　分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（質量％）
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
クエン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
ＥＤＴＡ－３ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
ダイナマイトグリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　８
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　１０
水素添加大豆リン脂質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．５
（「ＣＯＡＴＳＯＭＥ　ＮＣ－６１」；日本油脂（株）製）
ステアリルアルコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
ポリエチレングリコール１５００　　　　　　　　　　　　　　１
フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
カルボキシビニルポリマー　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
水酸化カリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０８
【００４６】
　（処方例４：シート状マスク用含浸掖）
　（配　合　成　分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（質量％）
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残部
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
クエン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
クエン酸ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
ヘキサメタリン酸ソーダ　　　　　　　　　　　　　　　　　　適量
ダイナマイトグリセリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　６
ジプロピレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　　　３
１，３－ブチレングリコール　　　　　　　　　　　　　　　　３
水素添加大豆リン脂質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１
（「ニッコールレシノールＳ－１０Ｅ」；日光ケミカル（株）製）
セラミド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０５
ポリオキシエチレン（１０）フィトステロール　　　　　　　　０．０５



(12) JP 2012-201677 A 2012.10.22

10

カルボキシビニルポリマー　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０８
水酸化ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．０３
メチルパラベン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．１５
フェノキシエタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
【産業上の利用可能性】
【００４７】
　本発明により、水不存在下で形成された両親媒性物質会合体からなる新規な液状組成物
が提供される。該液状組成物は、水に比べ界面張力を低下させるので、油分等の洗浄力に
優れる。また該液状組成物は乳化性に優れるため、これを水に希釈することで、使用性に
優れた透明乃至半透明な水性組成物を容易に製造することができる。
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